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主催：一般社団法人コミュニティシネマセンター、アンスティチュ・フランセ日本、横浜シネマ・ジャック&ベティ
文化庁委託事業「令和3年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」

アメリカの撤退後、緊迫が続くアフガニスタン。90
年代末の、タリバン支配下のアフガニスタン・カ
ブールを描いたアニメーションを特別上映します。

特別上映

Les Hirondelles de Kaboul
2019年カンヌ国際映画祭ある視点部門コンペティション出品
フランス＝ルクセンブルク＝スイス／2019年／82分／カラー／フランス語
監督・脚本：ザブー・ブライトマン ＆ エレア・ゴべ・メヴェレック

1998年夏、カブールはタリバンの支配下に。ズナイラ
とモーセンのカップルは、悲惨な現実の中でも希望を
持ち続けていた。歴史の中で翻弄される夫婦や恋人
たちの日常のささやかなやり取り、感情が繊細に描か
れ、心を打つ傑作アニメーション。

カブールのツバメ

トークイベント

映画館で新しい映画の楽しみ方を発見しよう！　中高生の映画館 × シネ・リセ

1回券＝一般1500円／大学生1200円／シニア1100円／高校生以下1000円
ジャック＆ベティ会員、アンスティチュ・フランセ会員1000円／リピーター割引＝1000円
11月28日『ロシュフォールの恋人たち』、12月5日『思春期』は、高校生以下500円
●開場時間：上映の10分前  ※チケットは、劇場HP（オンライン）、窓口共に、ご鑑賞日の3日前から指定席で発売します。

入場料金 ［全席指定・定員入替制］

〒231-0056 横浜市中区若葉町3-51
Tel. 045-243-9800
https://www.jackandbetty.net/
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13:00　ルーベ、嘆きの光 （120分） ★上映後トークあり

13:00　走り来る男 （87分）
13:00　カプリス （100分）
13:00　思い出の船乗り （35分）＋セックス・アンド・ザ・フェスティバル （75分）

13:00　ジャック・リヴェット 夜警 （127分）

13:00　防寒帽 （110分）
13:00　特別上映  カブールのツバメ （82分）

13:00　防寒帽 （110分） ★上映後トークあり

中高生の映画館 × シネ・リセ｜13:00　ロシュフォールの恋人たち （123分） ★上映後解説動画上映（約40分）　＊どなたでもご参加いただけます。

17:00　あの頃エッフェル塔の下で （123分）

17:00　奥様は妊娠中 （101分）
17:00　パリはわれらのもの （142分）

17:00　カプリス （100分）

17:00　バーニング・ゴースト （106分）

13:00　ジャック・リヴェット 夜警 （127分） ●カイエ・デュ・シネマ70周年記念映像（約5分）上映

中高生の映画館 × シネ・リセ｜13:00　思春期  彼女たちの選択 （135分） ★上映後解説あり（約40分）　＊どなたでもご参加いただけます。
13:00　特別上映  カブールのツバメ （82分）

13:00　カプリス （100分）

13:00　奥様は妊娠中 （101分）
13:00　言葉と行動 （122分）

15:00　涙の塩 （100分）

★11/20［土］『ルーベ、嘆きの光』上映後トーク
坂本安美（アンスティチュ・フランセ日本 映画プログラム主任）
★11/23［火・祝日］『奥様は妊娠中』上映後トーク
大九明子（映画監督）　聞き手：坂本安美

トークゲスト！！  大九明子（映画監督）　加瀬亮（俳優）
坂本安美（アンスティチュ・フランセ日本）　月永理絵（映画ライター） ほか

★11/27［土］『防寒帽』上映後トーク
加瀬亮（俳優）　聞き手：坂本安美
★12/2［木］『言葉と行動』上映後トーク
月永理絵（映画ライター）　聞き手：坂本安美

15:45　バーニング・ゴースト （106分）

15:00　涙の塩 （100分）
15:15　言葉と行動 （122分）

15:00　奥様は妊娠中 （101分） ★上映後トークあり

15:20　パリはわれらのもの （142分）

15:00　男子ダブルス （90分）

14:45　思春期  彼女たちの選択 （135分）
15:35　男子ダブルス （90分）

19:30　ルーベ、嘆きの光 （120分）
19:00　思い出の船乗り （35分）＋セックス・アンド・ザ・フェスティバル （75分）
19:40　防寒帽 （110分）

19:00　言葉と行動 （122分）★上映後トークあり

19:00　涙の塩 （100分）

15:00　走り来る男 （87分）

15:00　思い出の船乗り（35分）＋セックス・アンド・ザ・フェスティバル（75分）
15:00　男子ダブルス （90分）
15:20　ルーベ、嘆きの光 （120分）
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Les Demoiselles de Rochefort
1966年／123分／カラー／デジタル／フランス語
監督：ジャック・ドゥミ／出演：フランソワーズ・ドルレアック、カト
リーヌ・ドヌーヴ、ジーン・ケリー、ジョージ・チャキリス

年に一度のお祭りで賑わう港町ロシュフォール。美し
い双子の姉妹ソランジュとデルフィーヌは運命の恋
人との出会いを待っている。

★フランスオーシュ市の映画館「Cine32」の教育プロ
グラム担当者ブランディーヌ・ボーヴィーさんによる鑑
賞ワークショップ動画を上映。鑑賞ノートもプレゼント。

ロシュフォールの恋人たち
Adolescentes
2019年／135 分／カラー／デジタル／フランス語
監督：セバスチャン・リフシッツ 
※作品の詳細は内面を参照してください。

★上映後、須藤健太郎さん（映画研究者／東京都立大
学人文社会部助教）らによる作品解説があります。

※2日とも、どなたでもご参加いただけます。
※詳細はジャック&ベティHPでご確認下さい。
※事情により、イベント内容や作品、上映時間が変更され
る場合があります。

思春期 彼女たちの選択
とびきりキュートなミュージカル映画の傑作 思春期を生きる少女ふたりの5年間
●11/28 ［日］13:00-

●11/26 ［金］13:00-｜12/6 ［月］13:00-

●12/5 ［日］13:00-

★12/5［日］『思春期 彼女たちの選択』上映後
ゲストによる作品解説があります。

★11/28［日］『ロシュフォールの恋人たち』上映後
鑑賞ノートを配布し、動画で作品の解説を行います。

※事情により、イベント内容や作品、上映時間が変更される場合があります。

中高生の映画館 × シネ・リセ：高校生以下500円

※サービスデー割引は対象外となります。

B4折／中面／CMYK 折



● 私は、自分の生きている時代を歪んだ形で
映し出す映画を作りたいと思うことがあり、
本作もその一本だ。ロッセリーニの影響は決
定的だった──J・リヴェット

ヴァカンスや映画祭、旅のエピソードや友人たちの体験など、生の素材から着想を得て脚本や台詞
を練り、実際の場所やシチュエーションを活用しながら実験的な撮影を行う。ソフィー・ルトゥルヌール
は、ジャック・ロジエの作品を想起させる手作り感覚の独創的な映画作りで、迷いながらも自由に前
を向いて生きる人 を々描いたコメディを発表し続けている。

ソフィー・ルトゥルヌール特集
コメディの産科学

Le Marin masqué
2011年／35分／モノクロ／デジタル／フランス語
出演：ソフィー・ルトゥルヌール、レティシア・ゴフィ、ジョアン・リベ
ロー

レティシアとソフィーは、レティシアの故郷ブルターニュ・
カンペールに旅行する。クレープ、海辺の散歩、「コ
テージ」でのナイトライフ、思い出の船乗りとの再会、レ
ティシアの甘く切ない若き日の恋物語。

思い出の船乗り
Les Coquillettes
2013年／75分／カラー／デジタル／フランス語
出演：カミーユ・ジュノー、キャロル・ル・パージュ、ソフィー・ル
トゥルヌール、ジュリアン・ジェステール、ルイ・ガレル

恋に悩む不器用な愛すべき三人娘が映画祭に向
かう。フラッシュバックと夏の体験を回想する三人の
お喋りによって、映像と言葉、記憶と現在が混じり
合っていく。

セックス・アンド・ザ・フェスティバル
Énorme
2020年／101分／カラー／デジタル／フランス語　R12 +
出演：マリナ・フォイス、ジョナタン・コーエン、ジャクリーン・カコー

クレールは世界的に活躍する天才ピアニスト。夫でマ
ネージャーのフレデリックと共に世界中を飛び回って
いる。子どもは持たないと決めていた二人だが、40歳を
迎えたフレデリックは、父になりたいとの強い思いに駆
られ、クレールの避妊薬に細工をしてしまう。

奥様は妊娠中

恋愛の情熱、欲望、感情のほとばしり、あるい
はその脆さ、言葉にすることから生まれる行動、
あるいは言葉と行動の間のずれを、優雅に、コ
ミカルに、メランコリックに描くエマニュエル・ム
レは、サッシャ・ギトリやエリック・ロメール、ある
いはウッディ・アレンを思わせるラブコメディの
名手として一作ごとにその評価が高まっている。

エマニュエル・ムレ特集
愛する術

Caprice
2015年／100分／カラー／デジタル／フランス語
出演：アナイス・ドゥムースティエ、エマニュエル・ムレ、ヴィルジ
ニー・エフィラ

教師のクレマンはひょんなことから有名女優と付き合う
ことに。順調に見えたふたりの関係は、カプリスという女
性の登場で複雑な展開に。『アリスと市長』などで注目
される若手女優ドゥムースティエと、P.ヴァーホーヴェン
最新作『ベネデッタ（原題）』の公開が待ち望まれる旬
の女優エフィラ、魅力的な女性の間で揺れ動く内気な
男性をムレ自身が演じるチャーミングなラブコメディ。

カプリス
Les Choses qu’on dit, les choses qu’on fait
2020年／122分／カラー／デジタル／フランス語
出演：カメリア・ジョルダナ、ニールス・シュネデール、エミリー・
ドゥケンヌ、ヴァンサン・マケーニュ

ふたりの男女が互いの身に起きている愛の物語を語
り合う。欲望と愛情の違いとは、既婚の相手に対し一
歩踏み出せるか、成就しなかった恋に再挑戦できる
か…多様な想いが交差する、軽やかで深淵な愛の
タペストリー。東京国際映画祭では英語タイトル『ラ
ブ・アフェアズ』で上映。

言葉と行動（ラヴ・アフェアズ）

1951年にアンドレ・バザンらによって創刊された
『カイエ・デュ・シネマ』は、ヌーヴェルヴァーグの
監督を輩出、重要な映画批評誌として、現在も
世界中で読み続けられている。1963～65年に
編集長を務めたジャック・リヴェットの長編第1
作『パリはわれらのもの』と、70年代に同誌の編
集長を務め、死後も圧倒的な影響力を誇る映
画批評家セルジュ・ダネーが、リヴェットにインタ
ビューする貴重なドキュメンタリーを上映。

『カイエ・デュ・シネマ』
創刊70周年記念特集

Jacques Rivette, le veilleur （Cinéma, de notre temps）
1990年／127分／カラー＆モノクロ／ビデオ／フランス語
監督：クレール・ドゥニ、セルジュ・ダネー
出演：ジャック・リヴェット、セルジュ・ダネー、ビュル・オジエ、
ジャン＝フランソワ・ステヴナン

リヴェットがセルジュ・ダネーと共に、かつて撮影した
パリのいくつかの場所を訪れる。顔を撮ること、身体を
撮ることとは、セクシュアリティーとは、ヌーヴェルヴァー
グとは、孤独であるとは、そして映画とは…。昼から夜
へ、移動から静止へ、豊かな言葉が流れていく。

現代の映画作家シリーズ
ジャック・リヴェット 夜警 Paris nous appartient

1961年／142分／モノクロ／デジタル／フランス語
監督：ジャック・リヴェット／出演：ベティ・シュナイダー、ジャニ・
エスポジート、フランソワーズ・プレヴォ、ジャン＝クロード・ブリアリ

パリに上京してきたアンヌが参加した劇団のメンバー
が自殺する。自殺の背景には「恐ろしい秘密」が…。

パリはわれらのもの

マルコス・ウザル　Marcos Uzal
1973年生まれ。セルジュ・ダネーらが創刊した
季刊誌「トラフィック」や「Vertigo」にて映画批
評を書き始める。2017年より「リベラシオン」で
映画批評を執筆。2020年5月「カイエ・デュ・シ
ネマ」の編集長に就任、創刊から70周年を迎
える老舗の映画雑誌に新たな息吹を与えるべ
く、意欲的な企画や特集を提案し続けている。

ベスト・セレクション 2019-2020

Trois Souvenirs de ma jeunesse
2015年／123分／カラー／デジタル／フランス語　※R15+
監督：アルノー・デプレシャン／出演：マチュー・アマルリック、カ
ンタン・ドルメール、ルー・ロワ＝ルコリネ、アンドレ・デュソリエ

恋愛映画の金字塔『そして僕は恋をする』から20年
の時を経て、人生も半ばを過ぎた主人公が、恋に生
きた青春の日々を追憶する。長い海外生活を終えて
フランスへ戻ることになったポールは、スパイ疑惑がか
けられ空港で止められ、心の奥にしまい込んでいた青
春時代の思い出を呼び起こしていく。

同時上映 あの頃エッフェル塔の下で
Roubaix, une lumière
2019年カンヌ国際映画祭コンペティション出品
2019年／120分／カラー／デジタル／フランス語
監督：アルノー・デプレシャン／出演：ロシュディ・ゼム、レア・セ
ドゥ、サラ・ファレスティエ、アントワーヌ・レナルツ

フランス北部の街ルーベ。放火事件を捜査する警察
署長のダウードと刑事のルイは老女の遺体を発見、
同じ建物に住むクロードとマリーに対する疑いを深め
てゆく。名匠デプレシャンが、故郷ルーベの警察署の
ドキュメンタリーに着想を得て、現地の住民とプロの
俳優を共演させて撮った初のフィルム・ノワール。

ルーベ、嘆きの光

● デプレシャンが行うのは、ダウード署長と同様、曖昧なものに光を注ぎ、縺れたものを解きほぐそうとすること、それだけであり、道徳や美を判別することでは
ない。……重要なのは贖罪ではなく、もっとシンプルなこと。……自らの中の漠然とした、薄暗い部分を照らし出すことによって、心の平静を得ること。その結末
がどんなに悲劇的なものになろうとも。──マルコス・ウザル

Vif-argent
2019年カンヌ映画祭ACID上映／2019年ジャン・ヴィゴ賞
2019年／106分／カラー／デジタル／フランス語
監督：ステファン・バチュ／出演：ティモテ・ロバール、ジュ
ディット・シュムラ、ジョロフ・エムベング

幽霊のジュストはパリの街をさまよい歩き、死後の世界
へ旅立つ人々のために、彼らの最後の思い出を集め
ている。そんなある日、アガトに出会う。幽霊と人間の恋
の行方は…。ジャン・コクトー作品を思わせる幻想的
な映像が味わい深いゴーストストーリー。

バーニング・ゴースト
Le Sel des larmes
2020年／100分／モノクロ／デジタル／フランス語
監督：フィリップ・ガレル／出演：ロガン・アンチュオフェルモ、ウ
ラヤ・アマムラ、アンドレ・ウィルム

リュックは、美術工芸大学の試験を受けるためパリを
訪れ、偶然出会ったジャミラと恋に落ちる。故郷に
戻ったリュックはかつての恋人ジュヌヴィエーヴに再
会、ふたりはよりを戻すが、ジャミラもリュックとの再会に
胸を焦がしていた。

涙の塩
Adolescentes
2019年／135 分／カラー／デジタル／フランス語
監督：セバスチャン・リフシッツ

育った環境も、性格も似ていないアナイスとエマ。13歳
から18歳、思春期を生きる少女2人の5年間を追った
ドキュメンタリー。2020年ルイ・デュリュック賞受賞。

思春期  彼女たちの選択

● より限られた製作体制（少数の登場人物、短めの作品、短い撮影期間）へ回帰して以来、ガレルは無駄を削り、
省略し、最も重要なもの、核心へと一気に突き進む。そのことが作品を非時間的なものとし、恋人たちを親密
に結びつける。『涙の塩』は、それぞれの挿話が写真機のシャッターの動きを想起させるデクパージュや編
集によって、ほとんどまばたきのように開き、閉じる。目が眩むほど魅惑的である。──シャーロット・ガルソン

● エマとアナイスの間に少しずつ差異が生
まれ、互いの距離が広がっていく。この差異、
開いていく距離こそ、本作の最も美しく、そし
て最も神秘的な主題を構成している。それは
社会構造だけではなく、若い女性たちが形
作っていく彼女たちの人格そのものに属して
いて、可視化されず、形にもならない磁場が
広がっていく。──マチュー・マシュレ

ジャン＝フランソワ・ステヴナン特集
逃走の悦楽

Passe montagne
1978年／110分／カラー／デジタル／フランス語
出演：ジャン＝フランソワ・ステヴナン、ジャック・ヴィルレ、イヴ・
ル・モワニュ

田舎に住む物静かな男セルジュは、パリから来たジョ
ルジュと出逢う。車が故障し、友人たちに置いていか
れたジョルジュは、修理工場で働くセルジュに助けら
れ、共にジュラの山々を旅することに。やがてふたりの
間には不思議な友情が芽生える。

監督作品  防寒帽
Double Messieurs
1986年／90分／カラー／デジタル／フランス語
出演：ジャン＝フランソワ・ステヴナン、イヴ・アフォンソ、キャロ
ル・ブーケ

堅実な生活を送るフランソワは、スタントマンをしてい
る昔の友だちレオに再会する。レオは、もうひとりの仲
間に会いにいこうとフランソワを誘う。グルノーブルで
彼らを迎えたのは旧友の美しい妻エレーヌだった。ふ
たりはエレーヌを「誘拐」する羽目になり、3人の波瀾に
満ちた旅が始まる。

監督作品  男子ダブルス
Peaux de vaches
1988年／87分／カラー／デジタル／フランス語
監督：パトリシア・マズィ／出演：ジャン＝フランソワ・ステヴナン、
サンドリーヌ・ボネール、ジャック・スピエセル

北フランスの田舎町。ジェラールは兄とともに酩酊して
農場に火事を起こし、浮浪者が命を落とす。10年後、
美しい妻とかわいい娘とともに新しい農場で暮らす
ジェラールのもとに、刑務所から出所した兄が戻ってく
る。撮影はヌーヴェルヴァーグを支えた名匠ラウル・
クタール。

出演作品  走り来る男

● 特異な魅力を持つステヴナンの映画を何と並べることができるだろう。フランスでは彼がアシスタントについていたジャック・ロジエ、アメリカでは彼が師匠
とみなすジョン・カサヴェテス。ふたりの師匠にならい、ステヴナンの映画作りは徹底的に冒険的だ。社会や映画の規則を放棄し、一見カオス的に見えなが
ら、所作、編集は非常に的確である。生まれ故郷のジュラ地方、山やアルコールを愛し、犬と一緒に歌う人々の集まり、ステヴナンしか見せることができないフ
ランス、世界が広がっていく。──マルコス・ウザル

ゴダール、トリュフォー、リヴェットらヌーヴェルヴァーグの映画作家たちのもとで助監督を務め、俳優と
しても数多くの作品に出演してきたJ＝F・ステヴナンは、3本と寡作ながら、その監督作品が熱狂的な
人気を得ている。2018年にはデジタルリマスター版がリバイバル公開され、さらに評価、人気が高ま
る中、2021年7月、惜しまれながら亡くなった。

アンスティチュ・フランセ日本が、フランスの映画媒体、批評家、専門家、プログラマーと協力し、最新の、あるいは知られざるフランス映画を選りすぐり紹介する特集「映画批評月間」。
Vol.3は、ヌーヴェルヴァーグの映画監督を輩出したことでも有名な映画雑誌「カイエ・デュ・シネマ」の編集長マルコス・ウザルがセレクションを担当しました。
＊批評の抜粋はすべて「カイエ・デュ・シネマ」誌より引用しています。
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